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圄
日野永一著

技術 シ リー ズ 「デザ イ ン」

出 版 朝 倉 書 店

1981年11月1日 初 版

朝 倉 書店 の ミ技 術 シ リー ズこ に,本 学会 会 員 の 著 で新 た なデ ザ イ ン技 法の 一 冊 が 加 え ら

れ た。 本 書 は従 来 の 安 直 な技 法 書 と異 な り,と か く拡 散 しが ちなデ ザ イ ンの分 野 を的 確 に

把 握 し,各 分 野 ご と にか な り専 門 的 な領 域 に まで 掘 り下 げた もので あ る。 巻頭 の カ ラー 図

版 の 他 に,グ ラ フや イ ラス トレー シ ョンがふ ん だ ん に盛 り込 まれた 頁組 み は,技 法 の ヴ ィ

ジュ アル な伝 達 を意 図 した もの で あ ろ うが,こ れ 等 は著 者 の 現場 に即 した デザ イ ン教育 の

豊 富 な体験 か ら出 た よ うに思 わ れ る。

本書 の 特徴 は、 デザ イ ンの 分 野 を鳥 瞰 し各 々の 専 門分 野 の 特色 を重 視 しな が ら も,む し

ろ その 相 互 関係 に 力点 をお いた所 に あ る。著 者 が ま えが きで 述 べ てい るよ うに,対 象 とな

っ て い る初 心 者 に と って は ま こ とに理 解 し易 い内 容 に な っ てい る。

本書 は8章 か ら成 りた ち,前 半 の4章 は ベ ー シ ッ クな 内容 の もので 構 成 されて い る。 章

の タイ トル を揚 げ る と,(章 外)デ ザ イ ンと は,(1)形 と色 の基 礎 知 識,(II)デ ザ イ

ンの用 具 と表現 技 法,(皿)造 形 発想 の 基礎,(IV)製 図 の基礎,と い った もの で,デ ザ

イ ンの どの 分 野 に と って も必要 不 可欠 な基 本 的 な知 識 が網 羅 され て い る。 特 に色 彩 に関 す

る部分 と造形 発想 に 関す る部 分 は極 めて 密度 が高 いよ うに思 われ る。

後 半は デ ザ イ ンの専 門 的 な各 々 の分 野 に関 して 述 べ られ て い る。 章 の タイ トルは,(V)

視 覚 伝 達 デ ザ イ ン の 基 礎,(VDプ ロ ダ ク トデザ イ ンの基 礎,(W)ク ラフ トデザ イ ン

の 基礎,(田)イ ンテ リ アデザ イ ンの基 礎,と な って い る 。専 門分 野 の 分 け 方 にっ い て は

様 々 な考 え方 が あ り,本 書 の よ うな分 け方 が 必ず しも最 良 と は言 い がた いが,デ ザ イ ンの

分 野 を技 法 とい う観 点で 見 た本 書 の よ うな場 合 は,妥 当 な もの とい って さ しつ か え あ る ま

い 。後 半 に扱 わ れ て い る内 容 も,各 分野 の よ りベ ー シ ッ クな領 域 に 力点 が置 か れ,対 象 が

初 心者 で あ る事 に充 分 の 配 慮 が な されて い る。

対 象 は初 心 者 に な って は い るが,デ ザ イ ン教育 にた ず さわ る者 に とっ て も興 味 あ る構 成
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とな って いて,実 技 指 導 の サ イ ドブ ック と しての 機 能 も そ な えて い る よ う に思 われ る。

各章 の 終 頁 に は必 ず 参 考 図書 が揚 げ られ,読 者 が よ り専 門 的 な知識 を必 要 とす る場 合 に

は 対処 で き るよ うに配 慮 されて い る。 入 門 書 として は 当然 の こ とで は あ るが,数 多い デザ

イ ン関係 の 出 版物 の 中 か ら適 切 な もの をセ レ ク トして紹 介 さ れた 著者 の努 力には 敬 意 を 表

した い。

デ ザ イ ンの 分 野 は言 うま で も な く,技 術 の 進歩 や 社 会状 況 の 変 遷 と密 接 な関係 に あ り,

日々 刻 々 と変 化 す る流 動 的 な性 格 を持 って い る。 それ 故,技 法,用 具 等 も新 しい もの が続

々 と出 現 して,短 い期 間 で め ま ぐ る し く変 化 して い る。 そ うい っ た流 動的 な領 域 を 対象

と した技 術 書 は,出 版 され た時 点 か ら 日を追 って 旧式 な も の に な って い く宿 命 を負 って い

る。 本 書 も出 版 か ら2年 た った 現 在の時 点 か ら見 れ ば,数 は 少 ない に せ よ,表 記 法 や 図版

の 今 日性 等 に そ うい った 箇 所 が 見 うけ られ る。本 書 の よ うな優 れ た 技法 書 にはや は り頻繁

な改 訂 版 の出 版 が切 に望 まれ るので あ る。

(濱 野 節 朗)
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